
野田　哲朗（のだ　てつろう）〔心理学部　特任教授〕

2022年
９．学会発表

・野田哲朗．シンポジウム２ハームリダクション－依存症治療の転換－刑罰より治療を．第65回日本病院・地域
精神医学会総会．京都府．2022年12月10日

2021年
９．学会発表

・野田哲朗，堤俊彦，永浦拡,藤田益伸．コロナ禍における学生の嗜癖行動習慣の変化と逆境的小児期体験の影
響．日本アルコール・薬物医学会雑誌．2021年12月;56(6):251-251  

・永浦拡，藤田益伸，堤俊彦，野田哲朗，中西愛，冨美司．コロナ禍における大学生のゲーム依存傾向と関連要
因経時的変化に着目して．日本アルコール・薬物医学会雑誌．三重県．2021年12月;56(6):254-254．

・永浦拡，藤田益伸，堤俊彦，野田哲朗，中西愛，冨美司．コロナ禍における大学生のゲーム依存傾向と関連要
因経時的変化に着目して．日本アルコール・薬物医学会雑誌．三重県．2021年12月;56(6):254-254．

・野田哲朗，黒岡紀久子，辻本士郎．AlcoholisAnonymousに参加してPTSD症状が改善した1例．日本アルコー
ル・薬物医学会雑誌．三重県．2021年12月;56(6):270-270．  

・永浦拡，藤田益伸，堤俊彦，野田哲朗，浅尾祐亮，松田彩音，大西怜香，中西愛，冨美司．COVID-19と大学
生のメンタルヘルスストレスおよび生活習慣の経時的変化．全国大学保健管理研究集会プログラム・抄録集．
広島県．2021年10月;59回:83-83．  

2020年
９．学会発表

・松田彩音,薩摩篤潤,野田哲朗,浅尾祐亮,堤俊彦,竹森未来,中西愛,永浦拡,藤田益伸,大西怜香．COVID-19と大学生の
メンタルヘルス生活習慣への影響．全国大学保健管理研究集会プログラム・抄録集 58回．京都府．2020年11
月;86-86． 

・堤俊彦,竹森未来,中西愛,松田彩音,薩摩篤潤,野田哲朗,浅尾祐亮,永浦拡,藤田益伸,大西怜香．COVID-19が大学生に
及ぼすメンタルヘルスの影響ストレス因のデータマイニング分析．全国大学保健管理研究集会プログラム・抄
録集 58回．京都府．2020年11月;87-87．

・永浦拡,藤田益伸,大西怜香,堤俊彦,竹森未来,中西愛,野田哲朗,松田彩音,薩摩篤潤,浅尾祐亮．COVID-19と大学生の
メンタルヘルス感染リスクの認知の差に着目して．全国大学保健管理研究集会プログラム・抄録集 58回．京
都府．2020年11月;87-87．

・永浦拡,藤田益伸,松田彩音,薩摩篤潤,浅尾祐亮,大西怜香,竹森未来,中西愛,堤俊彦,野田哲朗．インターネットゲー
ム障害スケール日本語版の因子構造逃避型依存モデルに基づいた検討．日本アルコール・薬物医学会雑誌．熊
本県．2020年10月;55(5):85-85．

・藤田益伸,永浦拡,松田彩音,薩摩篤潤,浅尾祐亮,大西怜香,竹森未来,中西愛,堤俊彦,野田哲朗．COVID-19感染症拡大
状況下におけるエナジードリンクおよび間食の摂取習慣とストレス対処との関連．日本アルコール・薬物医学
会雑誌．熊本県．2020年10月;55(5):93-93．

・野田哲朗,松田彩音,薩摩篤潤,浅尾祐亮,永浦拡,藤田益伸,大西怜香,堤俊彦,竹森未来,中西愛．COVID-19が学生のメ
ンタルヘルス・嗜癖習慣に及ぼす影響．日本アルコール・薬物医学会雑誌．熊本県．2020年10月;55(5):94-94．

業績リスト（過去3年）

＊（１．著書　　２．論文）は別途掲載

＊（１．著書	 ２．論文）	 ３．訳書	 ４．研究ノート	 ５．書評
６．調査報告書	 ７．その他文筆活動	 ８．作品発表	 ９．学会発表	 10．講義・講演
11．テレビ・ラジオ等出演	 12．公的活動	 13．研究助成採択	 14．その他



13．研究助成採択

研究代表者 研究助成者 研究題目 研究年度 助成金額
（万円） 分担者（含他所属）

野田　哲朗 科研費 大学生が「Withコロナ」
時代を柔軟に生きるため
のストレスモデル構築の
縦断的研究

2021年度 403 永浦拡
藤田益伸
堤俊彦
大野太郎

概　要（薫英研究費・無）
　COVID-19が学生のメンタルヘルスに及ぼす影響についての研究。薫英研究費は含まず。




